
北九州広域都市計画 

用途地域及び防火・準防火地域の変更について 
【折尾地区】 

 

１ 位置図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 目 的  

 

 折尾地区は、JR 鹿児島本線と JR 筑豊本線が結節する JR 折尾駅を中心とし、北九州学術研究都市地

区などへ放射線状に路線バス網が形成されているほか、東西に国道３号及び国道１９９号が通るなど、

交通利便性が非常に高い地区である。 

北九州市都市計画マスタープランにおいて、折尾地区は「交通結節機能を生かした、地域との交流を深

める学園都市としての魅力あるまちづくり」を行う地域拠点である。 

一方で、鉄道が市街地を分断していたことによるまちの一体化・回遊性の阻害や、古くから形成されて

きた密集市街地といった課題に対し、地域分断の解消や交通の円滑化、交通結節機能の強化、駅南側の住

環境の改善を図るため、折尾地区総合整備事業を進めている。 

特に折尾駅周辺においては、「市の目指す折尾駅周辺の土地活用イメージ」を公表し、鉄道高架化によ

って新たに生じた高架下の空間や、駅周辺の土地活用の方針を示している。そのなかでも本地区は、「駅

前にぎわいゾーン」として、商業系、住居系、業務系等の用途を中心に、高度化・複合化を推進すること

としている。 

令和７年４月には、「駅前にぎわいゾーン」の高度化・複合化の実現を目指し、民間企業と北九州市で、

まちづくりに関する連携協定を締結した。また、折尾地区総合整備事業の進捗、まちづくり連携協定締結

により、開発機運が醸成し、地権者との合意形成も図られた。 

市の上位計画に基づき商業地として特に高度利用を図る区域に位置付けられた本地区において、民間

活力による都市機能の集積を推進するため、指定容積率を変更するもの。併せて、容積率の変更に伴い都

市の防災性を高めるため、準防火地域を防火地域に変更するもの。 

 折尾土地区画整理事業区域 

JR 折尾駅 至 小倉 

至 博多 

国道 199 号 

国道 3 号 

JR 鹿児島本線 

JR 筑豊本線 



 

３ 都市計画の変更内容  

（１） 用途地域 

変 更 前 変 更 後 変更面積 

商業地域 

建ぺい率  ８０％ 

容積率  ４００％ 

商業地域 

建ぺい率  ８０％ 

容積率  5００％ 

 

約１．８６ha 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 防火・準防火地域 

変 更 前 変 更 後 変更面積 

準防火地域 防火地域 約１．21ha 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 変更区域 

 変更区域 



 

４ 都市計画決定のスケジュール（予定）  
 

 

      福岡県下協議        令和８年 ２月下旬 
 

        ↓ 
 

    都市計画原案の縦覧      令和８年 ５月８日～5 月 22 日（公述申出受付期間） 

                   （縦覧者０人 公述申出者０人） 

        ↓ 
 

       公聴会         令和８年 ６月１日（中止） 
 

        ↓ 
 

     福岡県事前協議       令和８年 ６月１５日 
 

        ↓ 
 

     都市計画案の縦覧       令和８年 8 月２４日～9 月７日 
 

        ↓ 
 

     都市計画審議会       令和８年１１月（予定） 
 

        ↓ 
 

    都市計画決定の告示      令和８年１２月（予定） 


